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魚病細菌�
•  偏性病原菌と条件性病原菌（日和見病原菌）�
�魚病細菌の多くは条件性病原菌の範疇に入る
が、一義的にどちらかと決めることは出来ない。
宿主との関係で、偏性病原菌あるいは条件性病
原菌となる。 
�同一種の細菌であっても、宿主が異なると偏性
病原菌あるいは条件性病原菌となる。�



病名� 原因菌名� 主な感染魚種�
海産魚�
ビブリオ病� Vibrio spp. マダイ�

V. angurillarum ブリ、マダイ、ヒラメなど�
シュードモナス病� Pseudomonas fluorescens チダイ、ブリ�

P. putida ブリ�
エドワジエラ病� Edwardsiella tarda ヒラメ、マダイ、チダイ、など�
細菌性類結節症� Photobacterium damsela sp. piscicida ブリ�

(Pasteurella piscicida)
滑走細菌症� Flexibacter maritimus ヒラメ、マダイ、ブリ、など�
レンサ球菌感染症� Lactococcus garvieae ブリ、マアジ�
ミコバクテリア症� Mycobacterium sp. ブリ�
ノカルジア症� Nocardia seriolae ブリ、カンパチ、ヒラメ�
細菌性黄疸症� Ichthyobacterium seriolicida � ブリ�
淡水魚�
せっそう病� Aeromonas salmonicida ニジマス、ヤマメ、アマゴなど�
穴あき病� atypical Aeromonas salmonicida コイ、キンギョ、フナ�
鰭赤病� A. hydrophila ウナギ�
赤点病� Pseudomonas anguilliseptica ウナギ、アユ�
ビブリオ病� V. anguillarum ヒメマス、アマゴ、アユなど�
パラコロ病� E. tarda ウナギ�
カラムナリス病� Flexibacter columnaris ニジマス、ヤマメ、ヒメマス、アマゴなど�
冷水病� Cytophaga psychrophila ギンザケ、ニジマス、ヤマメ、アユ�
低水温性滑走細菌症� Cytophaga sp. ウナギ�
レンサ球菌症� Streptococcus iniae ニジマス、アマゴ、アユ�
細菌性鰓病� Flavobacterium branchiophilum ニジマス、ヤマメ、ヒメマス、アマゴ�
細菌性腎臓病� Renibacterium salmoninarum ギンザケ、ニジマス、ヤマメ、アマゴ�

養殖魚に見られる主な細菌感染症�

Streptococcus iniae ヒラメ�
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魚病細菌の薬剤耐性の研究�

•  2000年以前は多剤耐性菌は普通だった。 
•  養殖生産における被害額は約300億円/年 
����（7％程度） 
 
•  2000年頃（？）から多剤耐性菌がみられなくなっ

てきた。 
•  養殖生産における被害額は約100億円/年 
����（3％程度）�



魚病細菌の薬剤耐性の研究�

•  MICとプラスミド伝達試験�



魚類病原菌の薬剤耐性について�

魚類病原菌の薬剤耐性機作�
�
1. 染色体変異によるもの�
・ピリドンカルボン酸系薬剤(オキソリン酸、ミロキサシン、フ

ルメキン)耐性�
・ニトロフラン系薬剤(ニフルスチレン酸ナトリウム)耐性�



2. 染色体変異あるいはRプラスミドによるもの�
・クロラムフェニコール耐性�
・フロルフェニコール耐性�
・テトラサイクリン耐性�
・サルファ剤耐性�
・オルメトプリム耐性�
・マクロライド系薬剤耐性�
・リンコマイシン耐性�
・ストレプトマイシン耐性(水産薬として使用されていない)�
・カナマイシン耐性(水産薬として使用されていない)�
�
＊Rプラスミドには伝達性のものと非伝達性のものとがある�
＊Rプラスミドによる耐性は多剤耐性が多い。�



Rプラスミドが検出された魚類病原菌�
�
1. Aeromonas hydrophila�
2. Aeromonas salmonicida�
3. Edwardsiella tarda�
4. Vibrio anguillarum�
5. Photobacterium damselae subsp. piscicida�
6. Vibrio sp.�
7. Pseudomonas fluorecens�
8. Yersinia ruckeri�
9. Lactococcus garviae �
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魚病細菌の薬剤耐性の分子生物学的アプローチ
でわかってきたこと？�



海外の養殖場での耐性菌の調査�



海外での養殖場における薬
剤耐性菌に対する取り組み	











国内での取り組み	



動物用医薬品検査所HPより(http://www.maff.go.jp/nval/)	



動物用医薬品検査所HPより(http://www.maff.go.jp/nval/)	



動物用医薬品検査所HPより(http://www.maff.go.jp/nval/)	



日本水産資源保護協会と動物
用医薬品検査所の取り組み�

• 養殖衛生管理技術者養成�
特別コース研修「薬剤感受性試験
の実施方法について」  
平成29年と30年に地方水産試験
場職員を対象に実施�



魚病細菌の薬剤耐性の研究�

•  2000年以前は多剤耐性菌は普通だった。 
•  2000年頃（？）から多剤耐性菌がみられなくなっ

てきた。 

•  ワクチンが広く使用されるようになってきたから？ 



ワクチン�



承認されている水産用ワクチン	
(1)あゆのビブリオ病不活化ワクチン(浸漬法) �
(2)さけ科魚類のビブリオ病不活化ワクチン(浸漬法) �
(3)まはたウイルス性神経壊死症不活化ワクチン(注射法) �
(4)ぶり(ブリ属魚類)のα溶血性レンサ球菌症不活化ワクチン(経口法、注射法) �
(5)ひらめ（カワハギ）のβ溶血性レンサ球菌症不活化ワクチン(注射法) �
(6)ひらめのエドワジラ症（多糖アジュバント加）不活化ワクチン(注射法) �
(7)イリドウイルス病不活化ワクチン：マダイ・ブリ属魚類・シマアジ・ハタ類(注射法) �
(8)イリドウイルス病（油性アジュバント加）不活化ワクチン：ブリ(注射法) �
(9) ぶり(ぶり属魚類)のα溶血性レンサ球菌症およびビブリオ病不活化ワクチン(2種混合) (注射法) �
(10)ぶり属魚類のイリドウイルス感染症およびα溶血性レンサ球菌症不活化ワクチン(2種混合)(注射法) �
(11)ぶり及びかんぱちのα溶血性レンサ球菌症及び類結節症（油性アジュバント加）不活化ワクチン(2種混合)(注射法) �
(12)まだいのβ溶血性レンサ球菌症及びイリドウイルス病不活化ワクチン(2種混合)(注射法) �
(13)ひらめのβ溶血性レンサ球菌症及びストレプトコッカス・パラウベリス感染症不活化ワクチン(2種混合)(注射法) �
(14)ぶり及びかんぱち(ぶり属魚類)のイリドウイルス感染症、ビブリオ病およびα溶血性レンサ球菌症不活化ワクチン(3
種混合)(注射法) �
(15)ぶり及びかんぱちの類結節症、α溶血性レンサ球菌症およびビブリオ病（油性アジュバント加）不活化ワクチン(3種
混合)(注射法) �
(16)かんぱちのα溶血性レンサ球菌症、ビブリオ病及びストレプトコッカス・ジスガラクチエ不活化ワクチン(3種混合)(注
射法) �
(17)ぶりのイリドウイルス病、ビブリオ病、α溶血性レンサ球菌症および類結節症（油性アジュバント加）不活化ワクチン
(4種混合)(注射法) �
(18) ぶり属魚類のイリドウイルス病、ビブリオ病、α溶血性レンサ球菌症および類結節症（多糖アジュバント加）不活化ワ
クチン(4種混合)(注射法) �
	



魚病細菌の薬剤耐性の研究�

•  2000年以前は多剤耐性菌は普通だった。 
•  2000年頃（？）から多剤耐性菌がみられなくなっ

てきた。 
•  ワクチンが広く使用されるようになってきたから？ 
•  血清型の異なるタイプの感染症が発生し、ワク

チン効果が見られないケースが見られるように
なってきた。化学療法剤の使用増加が懸念され
る。 

•  今後も多剤耐性菌が問題にならなければ良いが、
耐性菌についての調査は継続した方が良いと思
われる。�


